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花の女王




お花畑


 
 花の女王


 私は、ミーレファス！


 この、”永遠のお花畑”で、暮らしている、

一人のお姫様！！


 ”永遠のお花畑”は、第二の天に、あって、

完全に私しかいない。


 第三の天はね、神殿と至聖所があって、

高貴な人しか、立ち寄れないの。


 私はね、ずーっとこの、”永遠のお花畑”で、

暮らしているの！！


 私もね、死ぬ前は、苦労したんだ。


 まず、相続絡みの血なまぐさい争いでしょ？？


 そして、精神科に入院。


 保護室が１番辛かったよ↓


 窓もないような、密室に、鍵をかけて、

閉じ込められて、もう気が狂いそうになったよ！！


 副作用や、骨折や、いろいろあったけど、

死んでから、神様に認められて、

この第二の天に、住むことに、したんだ！！♡


 ここでは、一年中、お花が咲き続けるし、

見て！この一面のお花畑を！！


 頭が湧いてるとか、どうとかじゃないのよ！！


 今は、５月のお花だから、ネモフィラが一面に、

ぶわーって、咲いてるでしょ☆♡


 こんなに、きれいなところにいたら、

もう、どこにも、行きたくなんて、

なくなっちゃうわ！！


 そして、ほら、ここに小川が☆


 めだかがたくさんいるでしょ〜☆

可愛いでしょ〜〜〜☆☆☆


 あとで、乾燥赤虫、あげなくちゃね☆


 あっ！　イモリもいた〜〜〜☆☆☆


 生きてるころは、飼えなかったんだ↓


 寿命が長くて、障害者の私には、

責任が負えないって言って☆


 でも、今は、触れるね☆


 ほ〜〜ら、大丈夫だよ〜〜〜☆☆

怖くないよ〜〜〜☆☆☆


 どしたの？　可愛いね☆


 あとで、冷凍赤虫、あげなくちゃね☆


 向こうに行くと、果物林があるよ♡


 聖書にもあるよね☆　りんごの木ｗｗｗ


 　私の愛する方が若者たちの間におられるのは、林の木々の中のりんごの木のようです。その木陰に私は心地よく座り、その実は私の口に甘いのです。

雅歌２：３


 ここにも、りんご林があるよ♪


 ここではね、いつもたくさんなってるんだよ♪


 ぶどうとか、桃も、いっぱいなってるね☆


 一つ食べてみよっか♪


 しゃくっ。


 おっいしぃ〜☆☆


 おいしいね、すごくおいしいよ♡


 神様が作ってくれたから、こんなにおいしいんだね☆


 いくらでも、食べ放題だし、ほんとにおいしい♡


 は〜あ、神様、早く来ないかなぁ〜〜〜♡♡♡


 ポツ……ポツ……


 あっ！　雨だ！


 部屋に行こう！！


 ☆　☆　☆


 じゃ〜〜ん☆　ここが私の部屋ぁ！！


 どうでしょ！？　かっこいいでしょ！？？？


 ここでは、私の好きな本を、読んで暮らすよぉ〜〜〜♡♡♡


 人間界にいたときの本が多いけど、

今読んでるのは、そうだねぇ、やっぱり機巧少女は傷つかないの、

１３巻かなぁ〜〜〜♡♡♡


 やっと、ここまで来たねぇ♡♪♪


 人間界にいた頃は、４巻で終わりになっちゃったのに、

こんなに終盤まで、読むことができたよ♡


 神様に感謝です☆


 感謝♪♪♪


 てんとう虫を飼ってるんだぁ☆♪♪


 じゃ――ん！！☆


 餌はなんだと思う！？？


 餌はなんと―――


 
 
 
 
 
 アブラムシでしたぁ！！


 草ごと、持って来ちゃいましたね☆☆


 これで、完璧ッ！！☆


 はぁ、早くイレース様来ないかなぁ……。


 ☆　☆　☆


 あっ！　日差しが！！


 晴れてきましたね☆


 ここでは、夜がないから、

１日中明るいけど、雨は降るんですね☆♪


 外に出てみるかぁ！！☆


 はぁぁ、お日様が出てるよ！！


 お花たちも元気だ！　よかったぁぁ。


 と、そこに、向こうから、白い服を来た、

一人の人が見えた！


 間違いなく、イレース様だ！


 「あっ……、イレース様だ……

えっと、えっと……」


 私は、少し逡巡して、


 「イレース様、おはようございます☆

私にここまでの恵みをくださり、ありがとうございます☆☆」


 「それは、あなたが頑張ったから。

あなたの望みのとおりに、私がしたから、

今、こうなっている。

　今まで、あなたがたは、わたしの名によって何も求めたことがありません。求めなさい。そうすれば受けます。あなたがたの喜びが満ちあふれるようになるためです。

ヨハネの福音書１６：２４」


 「私は、あなたを求めます！

いつまでも、私と一緒にいてください」


 「それは、できない。

私は、聖所での仕事もある。

ずっとというわけには、いかないよ、レファス」


 「はぁぁ、そうなんですね↓

まあ、いいです！

私はずっとここで、待っています♡」


 「分かった。

あなたは、ほんとに尊い。

　わたしの目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛している。だから、わたしは人をあなたの代わりにし、国民をあなたのいのちの代わりにする。

イザヤ４３：４」


 「イレース様、キスしてください」


 「よかろう。こっちに来たまえ」


 「はぁぁぁ♡♡　イレース様ぁぁ♡」


 お・し・ま・い♡


 あとがき


 なんじゃこりゃぁぁぁ！！！


 愛根とイエス様のメロドラマ☆


 これも、素敵かも！！！


 ストーカーになるのもいいけど、

私は、好きな女の子もいて、こんなにできないですよ♡


 主に感謝☆で―――す☆


 アーメン☆彡


 ２０２４年１１月６日


 林愛根


 参考文献：新改訳２０１７


 ＊瑠璃色の気持ち＊

https://ameblo.jp/lapis-2019/


 ☆愛根の音楽倉庫☆

http://ainemusic.starfree.jp/
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